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　症例は30歳男性で3年前に甲状腺癌の全摘術

と頸部リンパ節廓清術を受け，病理標本から乳頭

腺癌の濾胞型と診断されている．

　術後，肺転移巣への1311治療を目的として当科

を受診し，以後，現在迄に肺病巣および，頸部リ

ンパ節転移巣の1311治療を3回施行している．そ

の都度，TSHを20～30単位を用いているが1311

治療時の血清TSHは，甲状腺剤を中止するため

高値を呈するが，今回，抗TSH抗体測定時は甲

状腺剤（T4）を投与中で，正常範囲であった．

　抗TSH抗体測定には，ヒトTSH測定用RIA

キットを用いBoundとFreeの分離にはPEGを

用いた．本症例の抗TSH抗体測定値は6回の検

査で0．049土0．019m1となり，コントロール群35

例の平均値0．OO　17土0．005　m～に比し高値となった．

　ヒトRIAキットを用いたTSH抗体の測定は，

感度が良く簡易な検査法であり，TSHを使用する

にあたり，前もって測定すべき検査法と思われる．
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診断に関しては，のう腫と充実性腫瘍，のう胞状

変性の有無は，超音波検査はもとより，Tlシンチ

グラフィでも中ぬけのドーナッッ状を呈すること

からある程度有用であり，良性・悪性の鑑別に関

しては，1つの検査では寄与度は低くとも合わせ

て判断すれば有用である．特に慢性甲状腺炎や腺

腫様甲状腺腫に合併した腫瘍の診断に際しては，

201T1シンチグラフィおよび超音波検査法はきわ

めて有用であると考えられる．
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　201T1－chlorideシンチグラフィおよび超音波検

査を施行し，手術により確認された結節性甲状腺

腫23症例，30結節にっいて，両検査の有用性に

ついて検討した．

　評価法として寄与度を定め，比較のため触診お

よび1231シンチグラフィに関しても算出した．

　201T1シンチグラフィおよび超音波検査の結節

の局在診断に対する寄与度は，触診と1231シンチ

グラフィにくらべて劣ると考えられる．一方，質

　異所性甲状腺の診断には，RIシンチスキャン

が不可欠な検査である．しかし、甲状腺組織は，

そのヨウ素含有率の高さ故に，CTにて他の軟部組

織と比較的容易に区別が可能である．従って，舌根

部あるいは前頸部のように存在部位が視診，触診

で予想がつく場合には，その腫瘤に甲状腺組織が

含まれているか否かの診断にCTが利用できる．

　最近5カ月間に，3例の異所性甲状腺を有する

症例の，RIシンチスキャンおよびCTスキャン

を行ない，RIシンチグラムにて描出した5カ所

の異所性甲状腺組織のうち4カ所をCTにて固定

し得た。それらのCT値の平均は，118・2±20・8

（Houns　field値）で，　CTにて固定し得なかった1

カ所の甲状腺組織は，径約1cmのものであった．

　CTの利点は，侵襲，被曝量共に比較的少なく

行なえること，横断面の画像が得られ，周囲の組

織・器官との関係についての情報が得られること

が挙げられる．一方体動などによるartifactが生

じやすいこと，存在部位の予想がつかぬ場合には

不適であることなどの欠点を有する．
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